


市立高校の概要ならびに
今後のあり方における検討の視点について



議題１ 市立高校（全日制）の現状

議題２ 高校を取り巻く状況

議題３ 検討の視点



議題１ 市立高校（全日制）の現状

Ⅰ．設置場所
Ⅱ．設置学科・募集定員
Ⅲ．各校概要



Ⅰ． 設置場所

②科学技術高校

①六甲アイランド高校

③葺合高校

④神港橘高校

⑤須磨翔風高校 ⑥神戸工科高校

⑦摩耶兵庫高校
⑧楠高校

全日制 ５校
・六甲アイランド高校
・科学技術高校
・葺合高校
・神港橘高校
・須磨翔風高校

定時制 ３校
・神戸工科高校
・摩耶兵庫高校
・楠高校



Ⅱ． 設置学科・募集定員
高校名 設置学科 募集定員

六甲アイランド 普通科（単位制） 360人（９学級）

科学技術

機械工学科
電気情報工学科
都市工学科
科学工学科

360人（９学級）

葺合 普通科
国際科 360人（９学級）

神港橘 みらい商学科 320人（８学級）

須磨翔風 総合学科（単位制） 280人（７学級）



Ⅲ． 各校概要

１．六甲アイランド高校
２．科学技術高校
３．葺合高校
４．神港橘高校
５．須磨翔風高校



１．六甲アイランド高校①
●沿革

1998年 神戸商業高校と赤塚山高校を
再編・統合し開校（普通科総合選択制）

2005年 普通科単位制へ移行

●設置学科 ●募集定員
普通科（単位制） 360人（９学級）

●在籍生徒数（2023年４月１日現在）

男女別生徒数
男子：463人 女子：596人

１年次 ２年次 ３年次 合計

生徒数 361 349 349 1,059

学級数 ９ ９ ９ 27

●学校の規模・環境
敷地面積： 45,975㎡
延べ床面積：20,174㎡
築年数 ：26年（1998年３月完成）
校舎： ３階建て又は５階建ての校舎が

４号館まであり、広々としている
環境： ・校舎敷地が綺麗で規模も大きく、

駅前で利便性が高い
・全室エアコン完備（市立高校共通）

その他施設：多目的ルーム、屋上プール、
トレーニングルーム、個人レッスン
室（音楽コース）や大講義室等



１．六甲アイランド高校②
●スクール・ポリシー

〇グラデュエーション・ポリシー
・「自彊」の人 … 豊かな個性・感性を生かし、高い思考力をもとに自立して行動できる生徒
・「和敬」の人 … 社会・地域と積極的に関わる中で、他者・異文化に対する理解を深め、共に生きることのできる生徒
・「剛毅」の人 … 強い意志と体力で、自らの進路や社会の未来を切り拓くことのできる生徒

〇カリキュラム・ポリシー
・自らの進路や興味関心に応じて選択した科目や「系」「コース」での学びを通じて、確かな学力を身につけるとともに、

主体性を養います。新学習指導要領を意識した授業づくり、探究活動の深化、学習評価の充実による授業改善、ICT活
用による新たな学びの展開を推進します。

・課題研究をはじめとする学習活動によって、言語による理解力と表現力を高め、他者や異文化を認め合い、コミュニ
ケーションを図ろうとする態度を育てます。

・学習活動、学校行事、生徒会活動、部活動等、すべての学校教育活動を通して、人間力、規範意識を高めていきます。
・課題研究活動や行事で、地域の市民、企業、施設、学校等と積極的に関わり、協働する態度を育てます。
・科学技術系人材の育成を狙いとし、グローカルな視点で物事をとらえ、世界で活躍できる力を育てます。

〇アドミッション・ポリシー
・本校の教育方針を理解し、知性を身につけるために学ぶ意欲のある生徒
・多様な価値観を認め、他者と協働できる生徒
・学校教育活動全般に能動的に取り組み、粘り強く努力できる生徒



１．六甲アイランド高校③
特色

・普通科単位制
・興味関心や進路希望に応じた専門教育
・より深い探究活動の実践及び理数教育の推進

特徴的な取組
・第３期スーパーサイエンスハイスクール（SSH）指定校
・特色科目「神戸学」

大学等
80%

専門学校等
10%

就職
3% その他

7%

進路（Ｒ４年度卒）

カリキュラムの特⾧

・学習分野を６つの系・４つのコースに編成し、２年次からは希望進路に合わせて各コースで
専門性の高い科目や約130の選択科目の中から必要な科目を選択できる。

※人文社会系、総合科学系、芸術系（音楽コース、美術・デザインコース）、ビジネス系、情報科学系、人間科学系（生活福祉コース、スポーツコース）

・前身の神戸商業高校の流れを汲み、商業系資格取得にも強い。（旧第１学区内に商業科なし）
・多数の大学と連携し、大学の講義受講や特別推薦入試を実施。

・三重大、和歌山大、公立鳥取環境大、京都教育大、兵庫県立大、大阪教育大、高知大、
関西学院大、関西大、近畿大、兵庫医科大、同志社大、立命館大、大阪芸術大 ほか

・関西美容専門学校、神戸ベルェベル美容専門学校、上田安子服飾専門学校 ほか

進路実績（学校案内より）



２．科学技術高校①
●沿革

2004年 神戸工業高校、御影工業高校（全日制）
を再編統合し、新総合型工業高校として開校

●設置学科
機械工学科、電気情報工学科、都市工学科、科学工学科

●募集定員
機械工学科 120人 他３学科 各80人

●在籍生徒数（2023年４月１日現在）

男女別生徒数
男子：975人 女子：86人

１学年 ２学年 ３学年 合計

生徒数 360 352 349 1,061

学級数 ９ ９ ９ 27

●学校の規模・環境
敷地面積： 40,414㎡
延べ床面積：28,796㎡
築年数 ：20年（2004年３月完成）
校舎： １～５号館

（２号館は神戸工科高校の校舎）
環境： ・灘駅から徒歩圏内の交通至便地に

位置し、広域から通学可能
その他施設：PC室（600台）、各種実習室、

多目的ルーム、トレーニングルーム、
風力発電、太陽光発電、屋上庭園、
屋上緑化、先端技術設備
（レーザー加工機、電子顕微鏡）



２．科学技術高校②
スクールポリシー 

科技高ブランド・・・未来志向型エンジニアの育成 

育てたい生徒像(グラデュエーション・ポリシー：GP) 

未来志向型エンジニア  ①専門的知識と確かな技術の習得  ②豊かな人間性  ③地域産業を担う人材 

機械工学科………… 機械の設計から製造の技術・技能を身につけ、ＩＴやデジタル技術の活用ができ、科学技術の探求心

  と国際的な視野を兼ね備えたＤＸ人材 

電気情報工学科…… 工学の基礎となる電気・情報系の基礎的な知識・技能を備え、AI/IoT 時代に必要な知識・技術を自主

  的・積極的に開拓しようとする姿勢を身につけた技術者 

都市工学科………… 高度なＩＴ化が進む土木・建築業界を支える専門性に加え、災害からまちをまもる知識とリーダーシッ

  プを発揮し、主体的・積極的に行動できる技術者 

科学工学科………… 専門高校の実験・実習・課題研究で培った理工学的知識・技能・センスを活かし、卒業後も継続して知

  的好奇心を持ち、目標に向かって自ら能動的に学び、努力し続ける人材 

夢の実現 

教育の方針(カリキュラムポリシー：CP) 

①ものづくり教育×ＩＴ ②ものづくりの実践的･体験的な学習  ③課題解決力の育成  ④ヒューマンスキルの向上 

  ◕ ものをつくる喜び  ◕ 科学する心  ◕ 未来を拓く力 

入学生に求める生徒像(アドミッション・ポリシー：AP) 

「好奇心」 「探求心」 「公徳心」 「３心」を持つ生徒 
 



・未来志向型エンジニアの育成
・地元企業や大学、高専との連携
・専門的なキャリアプログラム
・実践的かつ体験的な学習

特色

特徴的な取組
・「KOBE S･M･A･R･T Engineers育成事業」
・スポーツ支援振興センターによる部活動支援

大学等

45％

専門学校等
12%

就職

40％

その他
5%

進路（Ｒ４年度卒）

２．科学技術高校③

カリキュラムの特⾧
・機械工学科では、最新型機器を専用ソフトウエアを活用して実習ができる。（国内唯一）
・電気情報工学科では、電気・電子・通信・情報を総合的に学習できる。
・都市工学科では、１年生で建築・土木の基礎を学び、２年生よりいずれかを専門的に学ぶ。
・科学工学科は進学型の専門学科で、理数分野を広く学習し、２年生で「理数科学類型」

とスポーツ科学類型」に分かれる。
・阪神・淡路大震災の教訓を引継ぐため、全国初の防災士養成の授業を開始（2018年４月）

・愛媛大、香川大、北見工業大、京都教育大、関西学院大、関西大、立命館大 ほか
・大阪ガス（株）、川崎重工（株）、関西電力（株）、（株）神戸製鋼 ほか

進路実績（学校案内より）



３．葺合高校
●沿革

1949年 葺合高校（普通科・商業科）設置
1951年 商業科文理（→神戸商業高校）
1986年 英語科設置→2001年国際科に改編
2012年～2016年 校舎施設の現地全面建替え

●設置学科 ●募集定員
普通科、国際科 普通科280人 国際科80人

●在籍生徒数（2023年４月１日現在）

男女別生徒数
男子：386人 女子：674人

１学年 ２学年 ３学年 合計

生徒数 362 352 346 1,060

学級数 ９ ９ ９ 27

●学校の規模・環境
敷地面積： 24,248㎡
延べ床面積：14,191㎡
築年数 ：10年（2013年12月完成）
校舎： 本館（全普通教室と特別教室の多くを設置）

北館、国際交流棟
環境： ・校舎は新しく、過ごしやすい
その他施設：CALL教室（４）、日本文化室、

大ホール（約400人収容）



３．葺合高校②

スクールポリシー

○グラデュエーション・ポリシー
・Neo MAKS（Neo:未来に向かう力、Mind:知性と結びついた心、Attitude:社会貢献の姿勢、

Knowledge:豊かな知識、Skills:学びの活用）を身に付けた葺高生

○カリキュラム・ポリシー
・日本や世界についての幅広い知識を身に付け、「課題発見能力」「課題解決能力」を育む

○アドミッション・ポリシー
・自ら考え、自ら学ぶ意欲を持っている生徒
・自ら律し、自ら努める態度を取ろうとする生徒
・自ら選び、自ら進む方向を見出そうとする生徒



特色
・普通科の他に国際科を設置
・５カ国９校の海外姉妹校等との国際交流
・国際理解や課題解決力を育てる多様な専門科目
・７人の外国人講師が常勤

大学等
86%

その他
14%

国際科

進路（Ｒ４年度卒）

大学等
84%

専門学校等
2% その他

14%

普通科

特徴的な取組
・「KOBE AL ネットワーク事業」拠点校
・第２外国語（スペイン語・中国語）

３．葺合高校③

カリキュラムの特⾧

・普通科では、２年生から文系・英語系・理系の３つに分かれ、進路に応じた学習に取組む。
・英語系の選択科目「学際リサーチ」では、新しい価値観を創造する力を養う。
・国際理解や課題解決力を育てる多様な専門科目
・国際科では、国際理解を深める専門教科「国際」、課題解決力を養う「グローバルスタディ

ーズ」を設置し、国際社会で活躍できる人材の育成を目指している。

・兵庫県立大、神戸市外大、東京外国語大、大阪教育大、大阪公立大、筑波大、大阪大 ほか
・近畿大、武庫川女子大、関西学院大、関西大、同志社大、関西外国語大、兵庫医科大 ほか

進路実績（学校案内より）



４．神港橘高校
●沿革

2016年 兵庫商業高校と神港高校を再編・統合
し開校（旧神港高校敷地内に新築）

●設置学科 ●募集定員
みらい商学科 320人（８学級）

●在籍生徒数（2023年４月１日現在）

男女別生徒数
男子：270人 女子：676人

１学年 ２学年 ３学年 合計

生徒数 321 317 308 946

学級数 ８ ８ ８ 27

●学校の規模・環境
敷地面積： 18,396㎡
延べ床面積：17,398㎡

押部谷栄に第２グラウンド保有
築年数 ：８年（2016年７月完成）
校舎： 北棟（６階建て）、南棟（５階建て）

体育館棟（３階建て）、
体育館管理棟（４階建て）

環境： ・校舎敷地が綺麗で駅から近い
その他施設：PCルーム（７）、総合実践室

トレーニングルーム、CALL教室



４．神港橘高校②
スクールポリシー

〇グラデュエーション・ポリシー
・自律した生活を営む力 (Ｍanagement)
・情報処理に関する知識・技能 (Ｉnformation)
・マーケティングに関する知識・技能 (Ｒesearch)
・簿記・会計に関する知識・技能 (Ａccount)
・新しい発想で考える力 (Ｉnnovation)

〇カリキュラム・ポリシー
・モラルジレンマ (Ｍoral Dilemma)：課題解決型道徳教育
・インターンシップ (Ｉnternship)：短期型・通年型就労体験
・地域連携・協働 (Ｒegional Cooperation)：橘タウンミーティングなど地域の取組に参画
・探究活動 (Ａctive Learning)：神戸ディスカバー、橘プロジェクトなど
・企業連携 (Ｉndustry-School Collaboration)：地元企業と連携した商業教育

〇アドミッション・ポリシー
・寛容な心と態度を備えた人（Ｍoral)
・豊かな国際性を備えた人 （Ｉnternational）
・人間関係構築力を備えた人（Ｒelation）
・進取の意気を備えた人 （Ａction）
・深い知性と品格を備えた人（Ｉntelligence）



特色

・多様な選択科目による専門性の高い授業
・地元企業と連携した商業教育
・特色部「龍獅團」
特徴的な取組
・通年型インターンシップ等の課題解決型学習
・みらいサポートセンターの設置

大学等
40%

専門学校等
26%

就職
29%

その他
5%

進路（Ｒ４年度卒）

４．神港橘高校③

カリキュラムの特⾧

・全学年において、毎朝10分間の「Lタイム」に学校設定教科「リテラシー」を設定し、学び
の基礎を徹底して習得する。

・２年生では、「会計類型」と「情報類型」に分かれ、高い専門性の育成を図る。
・３年生では、多様な選択科目（例：ビジネス情報管理）を配置し、希望する進路の実現を図る。
・総合的な探究の時間を中心に、系統的な道徳教育を展開し、「人間力」の育成を図る。

・名桜大、同志社大、関西大、近畿大、甲南大、大阪経済大、関西外国語大 ほか
・西日本旅客鉄道（株）、阪急電鉄（株）、阪神電気鉄道（株）、陸上自衛隊 ほか
・大阪医専、大阪警察病院看護専門学校、神戸市医師会看護専門学校 ほか

進路実績（学校案内より）



５．須磨翔風高校

●沿革
2009年 須磨高校と神戸西高校を再編・統合し

開校（旧神戸工業高校跡地に新築）

●設置学科 ●募集定員
総合学科（単位制） 280人（７学級）

●在籍生徒数（2023年４月１日現在）

男女別生徒数
男子：351人 女子：474人

１年次 ２年次 ３年次 合計

生徒数 282 275 268 825

学級数 ７ ７ ７ 21

●学校の規模・環境
敷地面積： 39,320㎡
延べ床面積：16,066㎡
築年数 ：15年（2009年４月完成）
校舎： Ａ～Ｅ棟（主に４階建て）
環境： ・校舎敷地が綺麗で規模も大きく、

駅から徒歩圏内で利便性が高い
その他施設：ICT教室（５）、CALL教室（２）、

トレーニングルーム、
キャリアセンター



スクールポリシー

〇グラデュエーション・ポリシー
・社会や地域で強い意志を持って中心的な役割や活躍ができる生徒。

①確かな進路目標を持ち、その実現に努力する生徒。 ②豊かな知性と実践力を持つ生徒。
③社会に参画し、貢献する生徒。 ④人とのつながりを大切にする生徒。

〇カリキュラム・ポリシー
・学校行事・部活動・ボランティア活動をリーダー的存在で実施できる生徒。

①総合学科での多様な選択科目の中から情報を収集・整理して、興味関心に則した様々な進路希望に対応するため、
意欲的に選択・学習していく生徒の育成を図る。

②ＩＣＴを活用し、プレゼンテーションや資料作成、コミュニケーション、情報機器の操作方法を学び、様々な知識や技
能を習得していく生徒の育成を図る。

③進路目標に応じて、幅広い選択科目の中から、自分の将来の目標に応じて一人ひとり独自の2･3年次時間割を作成
できる生徒の育成を図る。

④キャリア教育を通じて生徒自身が将来「どう生きていくか」ということを考えることができる生徒の育成を図る。

〇アドミッション・ポリシー
・自分の夢や希望を持ち、実現に向けた行動や人との係わりを持ち続ける生徒。

①向上心を持ち、生徒自身が将来「どう生きていくか」ということを考える生徒。
② 他者と協働しながら地域や学校活動を進めていきたい生徒。
③ 多様な経験や学びを主体的に取り組んで成長したい生徒。
④ 地域や校内活動等に積極的に参加し、より良い人間関係を築きたい生徒。

５．須磨翔風高校②



特色

・総合学科単位制
・幅広い選択科目
・興味関心や進路希望に沿った学習
・充実したキャリア教育
特徴的な取組
・３年間の系統的なキャリア教育
・「キャリアプランニング」「教育」などの特色ある授業

大学等
78%

専門学校等
15%

就職
1% その他

6%

進路（Ｒ４年度卒）

５．須磨翔風高校③

カリキュラムの特⾧

・２、３年次に５つの選択科目群「国際・文化」「科学・環境」「福祉・情報」「教育・人間」
の100以上の選択科目から自分の進路希望に応じて選択し、自分だけの時間割を作成。

・学校設定教科「教育科」の「教育入門・体験」「学内教育実習プログラム」「教育問題の理
解と発信」がある。

・「キャリアプランニング」「人間関係」をはじめ、学力向上、近隣の学校園・大学や地域と
の連携など、多彩な教育の展開。

・大阪大、大阪教育大、慶應義塾大、早稲田大、武庫川女子大短期大学部 ほか
・神戸医師会看護専門学校、神戸看護専門学校、兵庫県立総合衛生学院 ほか

進路実績（学校案内より）



議題２ 高校を取り巻く状況

Ⅰ．少子化の状況
Ⅱ．進路選択満足度、学校生活満足度の低下、

社会参画に関する意識
Ⅲ．国の普通科改革
Ⅳ．国の第４期教育振興基本計画
Ⅴ．高等学校教育の在り方ワーキンググループ中間まとめ
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※住民基本台帳における各年齢人口（ 2023年４月時点、転出入等の増減を考慮していない）

Ⅰ．少子化の状況



Ⅱ．在籍する学校を選択した理由×進路選択の満足度
（縦断調査）

（出典：文部科学省）



Ⅱ．学校生活満足度（縦断調査）

（出典：文部科学省）



Ⅱ．社会参画に関する意識

（出典：文部科学省）



Ⅲ．国の普通科改革

（出典：文部科学省）



Ⅲ．国の普通科改革

（出典：文部科学省）



（参考）兵庫県立高校における普通科新学科への改編
改編年度 選抜方法 学級数 定員
令和６年 ２月（推薦入学） １学級／学年 40名

対象校 旧コース・学科 新学科

御影高校 総合人間系コース 文理探究科（学際領域に関する学科）

八鹿高校 自然科学系コース 文理探究科（学際領域に関する学科）

柏原高校 自然科学系コース 地域科学探究科（地域社会に関する学科）

篠山鳳鳴高校 自然科学系コース STEAM探究科（STEAMに関する学科）

明石高校 理数探求類型コース STEAM探究科（STEAMに関する学科）

豊岡高校 理数科 STEAM探究科（STEAMに関する学科）

姫路飾西高校 自然科学系コース
国際文化系コース STEAM探究科（STEAMに関する学科）



Ⅳ．（国）第４期教育振興基本計画（概要）

（出典：文部科学省）



Ⅴ．高等学校教育の在り方ワーキンググループ中間まとめ
ー具体的方策の主体別整理より－ （令和５年８月）

項目 学校・設置者等による具体的方策

普通科改革の推進、
コーディネーター
の配置支援

〇関係機関等との連携協力体制の構築やコーディネーターの配置の充実を図りつつ、探究
的な学び・STEAM 教育等の文理横断的な学び・実践的な学びの展開

〇普通科改革の検討を含め、高校の特色化・魅力化を推進

国際的な教育を行
う高等学校の整備
推進・運営支援

（グローバル人材育成に資する拠点校）
〇国内外の大学等との連携により文理横断的な知を結集し、社会課題の解決や学術的な問

いに向き合う探究的な学びを展開

理数系教育の更な
る充実

〇スーパーサイエンスハイスクール（SSH）の成果を参考にしつつ、高等学校段階におけ
る生徒の理数系教育への興味・関心の一層の向上に向けて必要な取組を実施

産業界等と専門高
校の連携・協働の
強化

（専門高校）
〇企業等の外部の方が学校運営に参画し、教育界と産業界等をつなぐ役割を持った人材が

伴走しながら、協働して社会に開かれた教育課程を実現する取組を展開

学校と地域社会の
連携・協働の推進

〇コミュニティ・スクールの導入や地域学校協働活動推進員の配置等により、家庭や地域、
企業等の関係機関と連携・協働した教育活動を展開

（引用：文部科学省）



Ⅵ．（県）教育基本計画（概要）



議題３ 検討の視点

Ⅰ．これまでの取組
Ⅱ．検討の視点



１）市立高校の再編

1994年時点 全日制９校

赤塚山高 神戸商業高

六甲アイランド高校

御影工業高 神戸工業高

科学技術高校

須磨高 神戸西高 神港高 兵庫商業高

須磨翔風高校 神港橘高校

葺合高

葺合高校

1998年 2004年 2009年 2016年

普通科
専門学科（国際）

現在 全日制５校

専門学科
（商業・情報処理）普通科普通科普通科 専門学科（商業）

専門学科（商業）総合学科（単位制）専門学科（工業）普通科（単位制）

専門学科（工業） 専門学科（工業） 専門学科（商業）
普通科
専門学科（英語）

2001年

国際科設置

Ⅰ．これまでの取組



２）有識者会議等の報告書・提言・まとめ（要旨）

Ⅰ．これまでの取組

（１）【神戸市】神戸市教育懇話会報告「神戸市立高等学校の将来を考える」（平成６年４月）
当時の少子化・情報化など社会情勢の大きな変化が予測される21世紀に向けて、望ましい市立

高等学校の将来像を検討し、市立高校の改善の具体的方策として、４つのタイプの魅力ある高等
学校教育像を示した。

（２）【神戸市】第３期神戸市教育振興基本計画（令和２年～令和５年）
少子高齢化、技術革新・グローバル化の進展など時代の流れを見据え、全日制高校における魅

力・特色づくりの推進や、学びの多様化に応じた定時制教育の充実を視野に、特色ある高校教育
の推進を図る。

（３）【神戸市】少子化に伴う高等学校教育のあり方に関する提言（令和２年２月）
グローバル化の進展や、AI・IoT といったテクノロジーの更なる進歩など、社会が急速に変化

し続けていく一方、今後も少子化による若者数の減少が見込まれる中、特色化や適正規模・適正
配置といった神戸市域の高校生の教育環境の充実に向けて、今後神戸市に望む取組の方向性を
示した。

参考資料参照



Ⅰ．これまでの取組
（４）【兵庫県】ひょうご未来の高校教育あり方検討委員会（令和３年３月）
全国的にも少子高齢化が進む中、これまでの兵庫県教育委員会や兵庫県立高校の取組の評価・
検証を行い、現在の高校教育を取り巻く現状や課題を整理した上で、公立私立を問わず様々な観
点から、これからの時代に求められる高校教育や県立高校改革の方向性と望ましい規模と配置、
入試制度の検証といった高校教育のあり方について方向性を示した。

（５）【兵庫県】兵庫県立高等学校教育改革第三次実施計画（令和４年３月）
県立高等学校（全日制）の望ましい規模と配置を示し、望ましい規模となるよう、原則、発展
的統合によりその規模を確保し、配置を検討する。

（６）【国】高等学校教育の在り方ワーキンググループ中間まとめ（令和５年８月）
これからの高校教育のあり方を検討し、高校において「令和の日本型学校教育」を構築するた

め、①「高校教育のあり方（「多様性」と「共通性」の観点からの検討）、②少子化が加速する
地域における高校教育のあり方、③全日制・定時制・通信制の望ましいあり方、④社会に開かれ
た教育課程の実現、探究・文理横断・実践的な学びの推進、について議論を重ねている。速やか
に取組むべきと考えられるものについては、その具体的方策を示した。



市立高等学校の特色化・魅力化

「国際」をキーワードとした特色ある教育
他者を尊重し人とのつながりを大事にする教育

文理融合の探究学習
神戸ならではの教育（例 防災教育）

普通科でのキャリア教育

国際都市としての
歴史・役割

少子化 グローバル化 地域課題の
解決 テクノロジーの

進化

神戸の産業の
担い手づくり

多様性への深い理解や幅広い知識と発想力を活かし、世界で活躍する人材
他者と協働して課題を解決し、地域に貢献できる人材
チャレンジ精神を持って新たな価値を創造できる人材

の育成

Ⅱ．検討の視点



第２回有識者会議について

日時 ：令和６年３月中旬～下旬

テーマ：第１回会議において整理された「検討の視点」の深
掘りを通じて、育てたい人材像及び必要な教育内容
やカリキュラムを整理する。


